















の弊害を訴えた。小川氏によると、1952年に 1308語であった用語が 2003年には 3379

















                                                   
1 高大連携歴史教育研究会 2017、１～8頁に趣旨および選定・削除する用語の基準が記されている。 
2 小川 2009、191～200頁。 
3 高等学校歴史教育研究会 2014、74頁。 
4 1999年の高等学校学習指導要領で、この時代は「主権国家体制」の時代とされ、2003年から発行
された教科書ではそのような記述がなされている。 





 戦後の新制高校は 1948年に発足し、翌 49年 4月から「世界史」という科目の授業
が始まったが、教科書はまだ発行されず、準教科書の使用が行われた6。山川出版社は、






















                                                   
6 こうした事情については、茨木 2009、1-18頁に詳しい。 





済学などは、第 13章の第 4節「自由思想の発達」にも記されていた。 

















































                                                   
13 木下 2004、38～39頁。 




































                                                   
15 世界史の基本的事項を扱う「世界史 A」(3単位)は第 2学年、世界史をより深めて学ぶ「世界史 B」





































され、これまでの 3節から 4節となった。 
索引用語数は 2710語で、これまでよりも減少した。この原因としては、「絶対主義










が索引からなくなっていることが特色としてあげられる。   
 なお、この時期から教科書の採択状況が調査されてその結果が示されるようになり、
表3で示したように、新学習指導要領で学んだ生徒が3年生となった1984年の時点で、














 『詳説世界史』は従来の 3 部構成を変更することはなかったが19、個々には変わっ
た箇所がある。第 1部ではこれまでも時々廃止された「古代アメリカの文明」という
節がなくなり20、第 2部では「アメリカ合衆国の発展」という節が登場し、14章の「ヨ
ーロッパ諸国のアジア進出」が再構成され 2節から 3節に増え、これまで 1章しかな
かった戦後の箇所が第 17章「戦後世界と東西対立」と第 18章「現代の世界」という
2章で構成された。 
                                                   





20 「アメリカ大陸」という節は 1951年以降と 1959年・1964年、「古代アメリカの文明」という節は













 なお、この時期に地理歴史科では世界史 Aもしくは世界史 Bのいずれかを選択する
こととなったが、1996年の時点では、世界史 Aの採択冊数が約 80万であったのに対
し、世界史 Bは約 89万であった。そのうち世界史 Bについては、表 3からあきらかな
ように、『詳説世界史』の採択率は 41.2％となり、その後も増加していった。   
   
（７）2003年『詳説世界史』 





























 この時期は、世界史 Aの採択冊数が約 81万、世界史 Bの採択冊数は約 61万と A科
目の方がかなり多くなった。週 5日制の実施による授業時数の削減が、国公立の高等













 『詳説世界史』は 1952年から続いた 3部構成を取りやめ、学習指導要領のとおりに
古代、中世、近世・近代、現代という 4部構成を初めて採用した。章の構成も学習指





 索引の用語数は 3855語で、かなり増加した。「主権国家」関係ではフランソワ 1世・
カトー＝カンブレジ条約・ピレネー条約など国際関係の用語、文化ではクラブやカフ
                                                   



























3000 語と急激に増加した用語が記載された。その後、1973 年・1983 年の『詳説世界











                                                   







表 2 『世界史』・『詳説世界史』の索引での用語数の変遷 
  1951年 1952年 1953年 1959年 1964年 1973年 1983年 1994年 2003年 2013年 
絶対主義 46 45 69 66 82 90 91 104 98 112 
文化 23 37 48 63 78 77 70 77 85 90 
索引全体 1286 1273 2040 2490 2985 2875 2710 3405 3340 3855 
 
表 3  世界史教科書の採択率と採択数の変遷（『内外教育』より作成） 
  1984年 1987年 1990年 1996年 2000年 2005年 2009年 2015年 
『詳説世界史』 24.0% 27.3% 29.2% 41.2% 44.2% 54.3% 48.1% 50.6% 
山川出版社関係 54.6% 55.5% 53.4% 58.2% 57.7% 64.3% 56.3% 60.1% 
世界史教科書数    17種  18種    18種   18種   19種   11種   11種    7種 
世界史採択冊数 1,113,000 1,203,500 1,310,500 889,600 778,500 612,438 526,888 450,708 
日本史採択冊教 1,180,300 1,373,000 1,481,200 801,000 699,200 584,997 550,918 537,206 






















                                                   


































































                                                   
28 高大研 2017、4頁。 























































































 1960 年代の中学校歴史教科書での世界史内容の記述は 31.3％であったが、2000 年
代の中学校歴史教科書での世界史内容は 19.2％とされている33。 
                                                   
32 高大研 2017、8頁。 





































                                                                                                                                   
籍 2006である。 
34 中学校の歴史教科書は、2012年に新学習指導要領に基づく教科書が 7冊発行されたが、4年後の
























































































『内外教育』時事通信社、1983年 12月 10日号。 
『内外教育』時事通信社、1986年 12月 16日号。 
『内外教育』時事通信社、1989年 12月 15日号。 
45 
『内外教育』時事通信社、1995年 12月 8日号。 
『内外教育』時事通信社、1999年 12月 3日号。 
『内外教育』時事通信社、2005年 1月 11日号。 
『内外教育』時事通信社、2009年 1月 16日号。 









































  1951 1952 1953 1959 1964 1973 1983 1994 2003 2013 
軍事革命                 注 注 
常備軍 △ △ ○ △ △ ○ ● ●   注 
官僚制 △ △ △ △ △ ○ ● ●   ○ 
主権国家                 ● ● 
主権国家体制                 ● ● 
絶対主義 ○ ○ ○ △ ○ ○ ● ●     
絶対王政               ○ ● ● 
中間団体                 △ △ 
有産市民層                 △ △ 
問屋制 △ △ △ △ ○ ○ ● ● ● ● 
マニュファクチュア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● △ 注 注 
資本主義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 産業革命へ 産業革命へ 
市民階級 △ △ ○ △ ○ ○ ▲ ● ブルジョワジー  ブルジョワジー  
市民革命 △ △ ○       △ ○ イギリス革命へ イギリス革命へ 
イタリア戦争                 ● ● 
カルロス1世             ○ ○ ○ ○ 
カ ルー5世             ○ ○ ● ● 
フランソワ1世                   ○ 
ロ マーの劫略                   (注) 
カトー ＝カンブレジ条約                   ○ 
ハプスブルク家 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
スペイン＝ハプスブルク家                 ● ● 
フェリペ2世 △ △ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
レパントの海戦 △ △ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ポルトガル併合     ○               
47 
太陽の沈まぬ国               ○ ○ ○ 
メアリ △ △ ○ △ ○ ○ ○ 注 宗教改革へ 宗教改革へ 
ネ デールラント ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ 
南部10州       △ △ △ △ △ △ △ 
北部７州 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 
ユトレヒト同盟           ○ ● ● ● ● 
オラニエ公ウィレム △ △ △ △ ● ○ ● ● ● ● 
ネ デールラント連邦共和国 △ △ △ ○ ● ● ● ● ● ● 
ホラント州       △ △ △ △ 注 注 注 
オランダ総督                   (注) 
独立宣言                     
無敵艦隊 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
東インド会社（オランダ）               ○ ○ ○ 
休戦条約         △ △ △ ○ △ △ 
オランダ独立戦争       ○ ○ △ ● ● ● ● 
アムステルダム       ○ ● ● ● ● ● ● 
アントウェルペン               ○ ○ ○ 
テュー ダー 朝             ○ ● ● ● 
ヘンリ8世 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 宗教改革へ 宗教改革へ 
ジェントリ             ○ ● ● ● 
エリザベス1世 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ 
統一法 △ △ △ ○ ○ ○ 宗教改革へ 宗教改革へ 宗教改革へ 宗教改革へ 
囲い込み               ● ● ● 
毛織物工業 ○ ○ ○ △ △ ○ ▲ ● ▲ ● 
東インド会社（イギリス） ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ドレー ク               (注)   注 
シュー クスピア ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ルネサンスへ ルネサンスへ ルネサンスへ 
スペンサー  ○ ○ ○ ○ ● ○         
フランシス＝ベ コーン ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 文化へ 文化へ 文化へ 
 
表５ 絶対主義諸国（２） 
  1951 1952 1953 1959 1964 1973 1983 1994 2003 2013 
ユグノ  ー ○ ○ ○ △ ○ ○ ● ● ● ● 
シャルル9世 △ △ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ 
カトリ ヌー＝ド＝メディシス △ △ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ 
48 
ユグノ 戦ー争 索引のみ 索引のみ   注 注 ○ ● ● ● ● 
サンバルテルミの虐殺 △ △ ○ △ ○ ● ○ 図 ● ● 
ボ ダーン                 ○ ○ 
アンリ4世 ○ ○ ○ △ ▲ ○ ● ● ● ● 
ナントの王令 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ブルボン朝 ○ ○ ○ △ △ △ ● ● ● ● 
ルイ13世 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 
リシュリュ  ー ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
三部会招集停止                     
ルイ14世 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
マザラン ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ● 
高等法院               ○ △ ○ 
フロンドの乱         ● ○ ○ ● ● ● 
重商主義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● 
重金主義               注 ○ ○ 
貿易差額主義                 ○ ○ 
コルベ ルー ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
東インド会社再建（フランス）               △ △ △ 
特権マニュファクチュア                 △ △ 
植民地                 ● ● 
太陽王               ○ △ △ 
王権神授説         ○ ○ ● 注   注 
ボシュエ             注 注   注 
朕は国家なり               (注) 注 注 
ヴェルサイユ宮殿 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 
南ネー デルラント継承戦争         注 注 注 注 注 注 
オランダ戦争         注 注 注 注 注 注 
ファルツ戦争         注 注 注 注 注 注 
ピレネ 条ー約                   ○ 
カルロス2世             ○       
カ ルー6世           △ ○       
フェリぺ5世         ● ○ ○ ● ○ ○ 
スペイン継承戦争 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ユトレヒト条約 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ジブラルタル △ △ ○ ○ ○ ○ △ (注) (注) (注) 
49 
ミノルカ島 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ (注) (注) (注) 
ニュー ファンドランド             △ (注) (注) (注) 
アカディア             △ (注) (注) (注) 
ハドソン湾地方             △ (注) (注) (注) 
ラシュタット条約                   注 
スペイン領ネー デルラント                   (注) 
ナントの王令廃止 △ △ △ △ △ △ △ △ ● ● 
ルイ15世         ● ● ● ● ● ● 
17世紀の危機                 ● ● 
三十年戦争 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ベ メーン(反乱) ○ △ ○ △ ○ △ ● ● ● ● 
傭兵隊             △ △   △ 
ヴァレンシュタイン       ○ ● ● ● ● ● ● 
グスタフ＝アドルフ       ○ ● ● ● ● ● ● 
ウェストファリア条約 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
神聖ロ マー帝国の有名無実化 △ △ △ △ △ △ △ △     
アルザス   △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ 
西ポンメルン                   △ 
スイス・オランダの独立 △ △ ○ △ ○ △ △ △ △ △ 
カルヴァン派公認             △ (注) (注) (注) 
バルト帝国                 ○ ○ 
スウェ デーン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 
 
表６ 絶対主義諸国（３） 
  1951 1952 1953 1959 1964 1973 1983 1994 2003 2013 
プロイセン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● 
ドイツ騎士団         △ ○ (注) 注 ○ 注 
ホ エーンツォレルン家             ● ● ● ● 
ブランデンブルク選帝侯領 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ 
プロイセン公国 △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ ○ 
オ スートリア ○   ○ ○ ○ ○ ● ● △ △ 
プロイセン王国 ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ △ △ 
フリー ドリヒ＝ヴィルヘルム1世   △ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
フリー ドリヒ2世 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
マリア＝テレジア ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
50 
シュレジエン   △ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● 
バイエルン公       △ △ △ △ ○ △ △ 
ザクセン公       △ △ △ △       
オ スートリア継承戦争 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
外交革命             注 ○ ○ ○ 
七年戦争 △ △ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
啓蒙専制主義                 ● ● 
啓蒙専制君主 △ △ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 
ヴォルテー ル   △ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 
君主は国家第一の下僕   △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ 
ユンカ  ー △ △ ○ ○ ● ○ ● ● ● ● 
ヨ ゼーフ2世       ○ ● ● ● ● ● ● 
複合民族国家       △ △ △ ▲       
農奴解放令             △       
宗教寛容令             △ △     
イヴァン3世       ○ ○ ○ ○ 中世へ 中世へ 中世へ 
イヴァン4世 △ △ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
雷帝       △ △ △ △ △ △ △ 
ツァー リ ○ ○ ○     ○ ○ ● 中世へ 中世へ 
コサック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
イェルマー ク ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● 
シベリア ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ 
ミハイル＝ロマノフ               ○ ○ ○ 
ロマノフ朝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● 
ステンカ＝ラー ジン       ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
ピョー トル1世 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ネルチンスク条約 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
アゾフ海       △ △ ○ △ △ △ △ 
カ ルー12世       ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 
北方戦争 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
バルト海 △ ○ ○ △ △ ○ △ △ △ △ 
ペテルブルク       ○ ○ ○ ▲ 注 （注） 注 
エカチュリ ナー2世 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
クリミア半島       △ △ ○ △ △ △ △ 
オホー ツク海             △ △ △ △ 
51 
ラクスマン             ● ○ ● ● 
プガチョフの農民反乱             ● ● ● ● 
ヤゲヴォ朝       ○ ○ ● ● ● ● ● 
選挙王制       △ ○ ○ ▲ ● ● ● 
ポ ラーンド分割 △ △ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● 
コシュ シーコ       ○ ● ● ● ● ● ● 
 
表７ 絶対主義時代の文化（１） 
  1951 1952 1953 1959 1964 1973 1983 1994 2003 2013 
科学革命               ○ ● ● 
ホイヘンス           ○         
ニュー トン ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
万有引力の法則 △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
『プリンキピア』                   (表) 
ハ ヴーェー  △           ○ 注 表 表 
ボイル △             注 表 表 
リンネ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 表 表 
ラヴォワジェ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 表 表 
ジェンナー  △ △ ○ ○ ● ○ ● ● 表 表 
種痘法 △ △ △ ○ ○ ○ △   表 表 
ラプラ スー ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 表 表 
帰納法   △ △ ○ ○ ○ △ ● ○ ○ 
経験論 △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ● ● 
フランシス＝ベ コーン ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ヒュー ム ○ ○ ○ ○ ● ○         
演繹法   △ △ ○ ○ ○ △ ● ○ ○ 
合理論 △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ● ● 
デカルト ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
「われ思う、ゆえにわれあり」   △ △ △ △     (注) 注 注 
『方法序説』       ○ ○ ○   ○ 表 表 
パスカル △     ○ ● ○ ● ● 表 表 
『パンセ』             ○   表 表 
スピノザ △ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● 表 表 
汎神論     △       ○   表   
ライプニッツ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● 表 表 
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単子論   △ △ ○ ○ ○ △ ○ (表) (表) 
自然法思想     ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
社会契約説                   ○ 
グロティウス △ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
「国際法の父」「近代自然法の父」     △ △ △ △ △ △ △ △ 
『海洋自由論』       △ ○ ○ ○ ○ (表) (表) 
『戦争と平和の法』         △ ○ ○ ○ 表 表 
ホッブズ △ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
「万人の万人に対する闘い」             △ △ ○ ○ 
『リヴァイアサン』       △ ○ ○ ○ ○ 表 表 
ロック △ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
『統治二論』       △ ○ ○ ○ ○ 表 表 
カント △ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
『純粋理性批判』       △ ○ ○     (表) (表) 
ドイツ観念論 △ △ △ ○ ○ ● ▲ ● ● ○ 
 
表８ 絶対主義時代の文化（２） 
  1951 1952 1953 1959 1964 1973 1983 1994 2003 2013 
王権神授説         ○ ● ○       
ボシュエ         ○ ○         
啓蒙主義             ○ ●     
啓蒙思想 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○   ● ● 
モンテスキュー  ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
『法の精神』 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
三権分立 △ △ △ △ ○ ○ ○ 合衆国憲法 合衆国憲法 合衆国憲法 
ヴォルテー ル △ △ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
『哲学書簡』             ○ ○ ○ ○ 
ルソー  ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
『人間不平等起源論』       △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
『社会契約論』（民約論） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 
『エミ ルー』         ○           
ディドロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 
ダランベー ル △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 
『百科全書』 △ △   ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 
重商主義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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ケネー  ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
『経済表』       △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
テュルゴー  ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 
重農主義 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
自由放任主義 △ △ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
「なすに任せよ」             ○       
アダム＝スミス ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
『諸国民の富』（国富論） △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
自由主義経済学 △ △     ○ ○ △       
古典派経済学 △ △ △   △ △   ○ ○ ● 
 
表９ 絶対主義時代の文化（３） 
  1951 1952 1953 1959 1964 1973 1983 1994 2003 2013 
バロック美術 △ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ヴェルサイユ宮殿   △ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
フランドル派               ○ ○ ○ 
ル ベーンス   ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ファン＝ダイク   ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 
エル＝グレコ       ○ ▲ ○ ○ ● ● ○ 
ベラスケス   ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ムリリョ   ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 
古典主義         ○   △ ● ● ● 
コルネイユ △ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ラシー ヌ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
モリエ ルー ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
『人間嫌い』   △ ○ △ ○           
『タルチュフ』   △ ○ ○ ○           
フランス学士院       △ ▲ ○ △ ○ ○ ○ 
ロココ美術   ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
ワトー    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
ポツダム               △ △ △ 
サンス シー宮殿       ○ ● ● ● ● ● ● 






































シノワズリ                 図 図 
オランダ画派     △   ○ ○         
レンブラント ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 
『夜警』                 図 図 
ミルトン ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ● 
『失楽園』 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
バンヤン             ○ ○ ○ ○ 
『天路歴程』             ○ ○ ○ ○ 
ピュー リタン文学       ○ ○ △ △ △ ○ ○ 
生活革命                 ○ ○ 
コ ヒー ハーウス                 ○ ○ 
クラブ                   ○ 
カフェ                   ○ 
サロン                   ○ 
新聞                   ○ 
世論                   △ 
デフォ  ー       ○ ● ○ ● ● ● ● 
『ロビンソン＝クルー ソー 』       ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
スウィフト       ○ ● ○ ● ● ● ● 
『ガリヴァ―旅行記』       △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 
